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タンパク質の認識素子の一つである抗体は、タンパク質を構成するアミノ酸残基の部分構造を

認識することが可能だが、糖鎖構造を含めた糖タンパク質の認識は難しい。そこで、糖鎖もアミ

ノ酸残基も認識可能な糖タンパク質認識材料の開発に注目が集まっている。我々は、標的分子に

対する特異的認識能をもつ人工高分子材料である分子インプリントポリマー（MIPs）の創出を行

ってきた[1-3]。本研究では、肝臓がんのバイオマーカー糖タンパク質であるα-フェトプロテイン

(AFP) を標的とし、ボロン酸による糖鎖認識に加え、我々の独自技術であるポストインプリンテ

ィング修飾(PIM)を用いて鋳型空間内に導入した官能基による認識効果をあわせもつAFP認識イ

ンプリント空間を構築し、AFPの高感度検出を試みた。 

AFPの lysine残基にジスルフィド結合を介して重合官能基を修飾したm-SS-AFPを鋳型分子として

用いた。表面プラズモン共鳴(SPR)測定用金基板に、末端にアミノ基とブロモ基を有する混成自己組

織化単分子膜を形成した後、縮合剤を用いてアミノ基に 4-carboxy-3-fluorophenylboronic acidを反応さ

せ、ボロン酸を導入した。ボロン酸を介して鋳型 AFP を基板上に固定化後、親水性コモノマーと

架橋剤を含む 10 mM phosphate buffer (pH7.4)に浸漬させ、表面開始原子移動ラジカル重合を行い、

ポリマー薄膜を形成させた。還元剤、酸、界面活性剤処理を行うことで鋳型 AFP を除去し、AFP

インプリント空間を形成し、そこに PIM 処理を行うことで MIP 薄膜を得た。SPR 測定定により、

得られたMIP 薄膜の AFP 認識能を評価した。 

SPR測定により、鋳型分子であるメタクリロイル基を修飾したAFPの、ボロン酸修飾基板への

吸着実験を行ったところ、解離定数は 1.0×10-10 Mであると見積もられ、鋳型 AFP は高い親和性

でボロン酸と相互作用することを確認した。さらに作製したMIP薄膜についてAFP認識能を評価し

たところ、解離定数は 3.5×10-11 Mであると見積もられ、糖鎖と可逆的共有結合を形成可能なボロ

ン酸と、アミノ酸残基と相互作用可能な官能基を鋳型空間内に配置した多点認識インプリント空

間により AFP を高感度検出可能であることがわかった。 
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